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ISO/IEC JTC1/SC7 WG21（IT Asset Management／IT資産管理） 
国際会議出席報告書 

2025年7⽉25⽇ 

参加者⽒名︓島⽥篤、⾼橋快昇 

1. 開催場所︓バンコク/タイ 

2. 開催期間︓2024.6.9-13 

3. SC7 Plenary Meeting 

3.1. オープンセレモニー（6/9） 

SC7 の Opening 前に Ceremony が開催された。プラサート・ジャンタラルアントン閣下（タイ副⾸相兼デジタル
経済社会⼤⾂）他の挨拶があり、SC7 の会議としては珍しい歓待ぶりであった。 
 

 

4. WG21 会議(6/10-11)︓ 

4.1. 参加国数／出席者数︓ 5 カ国/11 名、2 リエゾン 

会場参加者︓コンビナー，幹事 ，独（1）, 仏（1）, ⽇本（⾼橋）, SAMAC(島⽥) 
リモート参加者︓インド(2), カナダ(1)， ITAMForum(2)  
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4.2. コンビナーレポート 

 ISO/IEC 19770 シリーズの出版状況と開発中のプロジェクトについて報告された。 
 ISO/IEC 19770-5:Ed.3 今回、エディターが参加できていない。状況としては、2025/1/16 に

DIS 投票を Close してからの進展がない。各国のコメントと並⾏して出された ISO のコメントに苦慮し
ている。対応案が WG21 に提出されたが、今回、エディターの Peter と Ramesh の時間が取れてい
なくて説明が無い。予定は2025/8/21となっていたが遅れそうである。（Limit dateは2026/8/21） 

 ISO/IEC 19770-10:Ed.1 2025/6/18 までに出版される予定。（その後 2025/6/16 に出版
されたことを確認した。） 

 ISO/IEC 19770-13:Ed.1 2025/1/4 に NP が承認されて ISO サイドの作業が始まっているが進
展がない。状況を確認しSC7に働きかける。（その後、SC7でDTS投票に進むことが承認された。） 

 ISO の OSD（オンライン規格開発）が今までは任意であったが必須になり、規格開発が全てオンラインで
⾏われる。ただ、規格の種類に制限があり MSS は利⽤できないので、19770-1Ed4 の開発は従来通りと
なる。 

 WG21 のミッションとビジネスプランについては、現在だけでなく 5 年後の展望も含めて議論しているが今回は
発表がない。 

 次回の会議予定については、7 ⽉の⽉次 Meeting は中⽌する。次回は 8 ⽉ 25 ⽇。また、中間会議は、
スイスのチューリッヒで 11 ⽉ 17 ⽇の週に⾏うことが決まった。2026 年の SC7 総会はジョージア州アトランタ
で⾏われる。また、2026 年の秋の中間会議に⽇本が⽴候補し、承認された。 

4.3. 19770-1:Ed.4 

 Ed.4 の NP 提案前の WG21 内の最終 WD についてレビューを⾏った。いくつかのコメントのうち、箇条 4.3
の“4.3 Determining the scope of the IT asset management system”についてこれまでの版
では”Out of Scope”について定義していなかったが、定義すべきとのコメントがコメントあった。”Out of 
scope areas shall be explicitly documented.”の追加について議論した。―１としては⼊れない⽅が
良いとの意⾒もあったが、－10Ed.2 への対応も含め検討を継続する。 

 以前の版での“信頼のおけるデータ”、“ライフサイクル統合”、“最適化”の３つの階層にかえて INFORM
（情報提供）、OPTIMIZE（最適化）、OPERATE（運⽤）の３フェーズに置換えている。これは、
FinOps の考えと同じであるがそれぞれのフェーズでのプロセスは ITAM 仕様になっている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 FinOps は、コスト重視であり ITAM と FinOps の違いを検討するプロジェクトを WG21 に作ることになり、

名称を“Phenix Project”とする。（ITAM Forum で同じ名称のプロジェクト名が出てきたので名称は別途

19770-1:Ed.3 19770-1:Ed.4 
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検討する） 
 

4.4. 19770-13:Ed.1（添付資料︓Sustainable IT and ITAM .pdf を参照） 

プロジェクトエディターの Jan から規格開発が進んでいない理由と持続可能性分野で最近注⽬を集めているテー
マについての説明があった。 
 開発が進んでいない理由︓ISO サイドの TC/SC に NP が登録されるところで⽌まっており理由が分からない

ということ。2025/1/4 にスタート、4/1 に完了する筈だがまだ終わっていない。同様に審査及び認証のため
の規格-11Ed.2 も ISO サイドで⽌まっているといことでコンビナーが直接、SC7 の担当者に確認することにな
った。 

 持続可能性分野で最近注⽬を集めているテーマ︓今回は、資源効率の⾼いソフトウェア（「グリーンソフトウ
ェア」と呼ばれている）が説明された。HAG10 という討議グループで検討しており、特にディープラーニングやモ
バイルアプリケーションで、開発者がエネルギー効率の⾼いソフトウェアを作成する際の指針となる特定のエネ
ルギーパターンが提案されカタログとして登録されている。 

 新しいツールとして以下のようなものが紹介された。 
 eTagger: Android プロジェクトの関連するエネルギーパターンで GitHub の issues に⾃動的にタグ

付けする Chrome 拡張機能。 
 DENT: eTagger に似ているが、ディープラーニングに関する Stack Overflow の投稿に焦点を当て

たツール。 
 RJoules: コード実⾏中のエネルギー消費を測定する R ⾔語⽤の新しいツール。 
 DBJoules: SQL および NoSQL データベースクエリのエネルギー消費量を測定できるツール。MySQL、

PostgreSQL、MongoDB、Couchbase の中から選択ができる。 
 ISO の取り組み︓ 

 資源効率の⾼いソフトウェアに関する ISO 協議︓ 
• 資源効率の⾼いソフトウェアの要件定義に焦点を当てた新しい規格に関するコメントをまとめるための公

開協議が開始された。 
 ISO/IEC 25000 SQuaRE シリーズ︓ 

• SQuaRE（ソフトウェア製品品質要件および評価）シリーズの適⽤範囲は、「グリーンソフトウェア」メト
リクスにも拡⼤している。 

• ISO/IEC 25010:2023 の改訂では、持続可能性に関連する主要な品質特性として、資源利⽤率
やパフォーマンス効率といった側⾯が重視されている。 

• ISO/IEC 25059（AI ベースシステムの品質モデル）などの開発中の新しい規格には、持続可能性
要件が多く含まれている。 

4.5. ITAM Forum（添付資料︓ITAM Forum Update.pdf を参照） 

ITAM Forum 創設者のマーティンから、個⼈資格認定、FinOps、AI の３つの SIG（Special Interest 
Groups）についての報告と FinOps Foundation との戦略的なパートナーシップについての報告があった。 
 Personal Certification SIG︓理論ではなく体験に基づいた認定にする（スコアでカウント）。ケーススタ

ディ中⼼で実践的な成果（コスト削減、リスク削減、戦略的な影響など、当然 NDA も結ぶようだ）を報告
してもらい、候補者レベル以上の認定された専⾨家により審査される。対象はエンドユーザだけでなく、コンサ
ルタント、監査⼈、ツールベンダーも含まれる。2025 年度中に始める予定とのこと。認証は、ITAM Forum
が与える。 
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 FinOpsSIG︓まだ始まったばかりであるが、ITAM と FinOps のチーム間で協⼒を深め、最良の結果を引き
出せるような活動にしたいとのこと。 

 AI SIG︓2024 年から AI SIG を発⾜しており、 
1. ITAM の原則に沿った AI ガバナンスフレームワークを開発する。 
2. ITAM プロフェッショナル向けの AI トレーニングカリキュラムを作成し、LISA を通じて提供できるようにす

る。 
を⽬標に活発に活動している。WG21 に対しても提⾔があり、資産処分において電⼦廃棄物が扱われるの
と同様に、AI も規制や法律、罰則などの固有のリスクと影響を伴う特別な資産クラスとして扱われるべきと
提案された。ITAM としては、AI は、クラウド、ハードウェア、ソフトウェアであり、他の資産と同様に扱われるべ
きだが、その使われ⽅で特別な管理が必要となる場合がある。この点については継続した議論を⾏う。ITAM
の専⾨家に対する AI の意識調査も⾏っており、2025 年の春に⽩書を ITAM Review に公開している。 
 AI Report eBook: https://members.itamf.org/resources/ebook（メンバー登録が必要） 
 Whitepaper:https://itassetmanagement.net/2025/03/27/a-strategic-approach-to-

managing-ai-as-an-it-asset/ 
 FinOps Foundation との戦略的なパートナーシップ︓2025 年 6 ⽉ 2 ⽇に締結が発表された。FinOps

のフレームワークは 2025 年に、従来のパブリッククラウドのコスト管理から、SaaS、ライセンス、ハイブリッドイン
フラストラクチャーなどを含むコスト管理（呼称︓Cloud＋）に拡張された。これに伴い、従来から ITAM が
取り組んできたソフトウェアインベントリ、ライセンスコンプライアンス、更新ガバナンス、ソフトウェアの検出などに
注⽬する様になっている。コラボレーションは、双⽅にとって有意義なものである。今後、バーチャルサミット、ワ
ーキンググループ、複合イベント戦略、専⽤の Slack チャンネル、新しいトレーニングコース（SaaS 向け
FinOps）などでコラボレーションする。 
 Wisdom Unplugged UK: 7 November 20215 / Newbury, U.K 
 Wisdom Unplugged APAC 2025︓25 November 2025 / Melbourne, Australia 

4.6. FinOps Update 

FinOps の HP（https://www.finops.org/framework/）でフレームワークが更新されたこと及び対象が従
来のパブリッククラウド中⼼から Cloud+に拡張されてきたことなどの説明があった。 

4.7. ITAM Industry Trend 

ITAM では FinOps がトレンドとなっているが、プラットフォームが Cloud+に拡張され適⽤範囲は広がったとはいえ、
コスト⾯だけに注⽬した取り組みが多く、ITAM の要求事項の⼀部分に過ぎないという意⾒があり、FinOps との
位置づけを明確にする下図のようなパラダイムを検討した。今後プロジェクトを作って検討を進めることになった。 

 
 
 
TPM（Technology Portfolio Management）＝19770-1。 
TPM は、LCM（ライフサイクル管理）、BVM（ビジネス価値管理）＝
FinOps、RM（リスク管理）、その他システムの⽀援の 4 つで構成される。 
TBM（Technology Business Management） 
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4.8. SAMAC（添付資料︓SAMAC Report 2025.pdf を参照） 

SAMAC の常務理事島⽥さんより、SAMAC の近況が報告された。 

4.9. 19770-10:Ed.1 

プロジェクトリーダーのステファンより Ed.1 の状況（添付資料︓Project Status 19770-10 Ed1.pdf を参照）
と Ed.2（添付資料︓Change Backlog 19770-10 Ed2.pdf を参照）のバックログについて説明があった。 
 Ed.1 の状況︓2020 年からの振り返り、ISO のコンプライアンス委員会 CASCO のチェック等の話もあり

興味深い内容であった。5 年という⻑い期間を要した技術仕様書だが、無事 2025 年 6 ⽉ 18 ⽇に出
版されることになった。（正式には 2025 年 6 ⽉ 16 ⽇） 

 Ed.2 のバックログ︓規格の開発をアジャイル的に進め、3 年毎（理想は 2 年）に新しい版の技術仕様
書を出版する。 開発環境は、ISO の OSD を利⽤する(こちらはまだ準備されていない)。最初の作業と
して SAMAC からの Ed.1 に対するコメント対応が紹介された。他に中国から提案された「実装の実践的
な説明」、カナダからの「よりバランスの取れたコンテンツ」、「19770-1 Ed.4 との整合性」、「19770-5 
Ed.3 との整合性」、「19770-13 Ed.1 との整合性」など 22 件のバックログについて対応⽅法と担当者
について検討した。 

4.10. Resolution 

WG21 内での Resolution は以下の通り、 
 今年の秋の Interim Meeting はスイスのチューリッヒで開催される。 
 19770-1:Ed.4 は適⽤範囲外についても記述して欲しいとのコメントへの対応を⾏う。 
 今回の会議で検討した ITAM のパラダイムを明確にし、定義する。 
 来年の Interim meeting は⽇本で開催する。 
 ITAM Forum が AI のための SIG（Special Interest Group）を設⽴し、19770-1 と 19770-10

内での記述を検討する。 
 19770-11:Ed.2 の投票準備を始める 
 19770-13:DIS 投票後の進捗を催促する 
 

ROW REF # INITIAL 
COMMENT 

DATE 

RESOLUTION T1 Owner STATUS 

 
739 

 
25PLN01 

 
P 

 
11/Jun/25 

WG21 members agreed on next interim meeting the week of 
November 17 tentatively in Switzerland. Jan H. and Stephane 
J. to lead coordination of location and advise Ron and Rose-
Ann. 

 
WG21 

 
Jan H. & 

Stephane J. 

 
B 

740 25PLN02 P 11/Jun/25 19770-1 standards regarding In Scope & Out Scope 
definitions. Question regarding removing the Out Scope 
and explicitly documenting what is In Scope. 

WG21 Ron A 

741 25PLN04 P 11/Jun/25 Project Paradigm - WG21 to clarify scope & structure between 
FinOps/ITSM/TBM as a rebranding. WG21 members to 
discuss and get feedback for interim. 

WG21 Jan H. A 

742 25PLN05 P 11/Jun/25 WG21 members agreed on 2026 interim meeting to be hosted 
in Japan. Atsushi to lead coordination of location and advise 
Ron and Rose-Ann. 

WG21 Atsushi S. A 

743 25PLN06 P 11/Jun/25 SIG via ITAM Forum to bring forth recommendation on where 
AI should sit within the asset classes in both the 19770-1 and 
19770-10 standards. 

WG21 Martin T. A 
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744 

 
 

25SC701 

 
 
P 

 
 

11/Jun/25 

JTC 1/SC 7 instructs its Secretariat to do whatever is 
necessary to move forward to the next ballot stage of ISO/IEC 
19770-11 Information technology — IT asset management — 
Requirements for bodies providing audit & certification of 
ITAM systems 

 
 

WG21 

 
 

Ron B. 

 
 

A 

 
745 

 
25SC702 

 
P 

 
11/Jun/25 

JTC 1/SC 7 instructs its Secretariat to do whatever is 
necessary to move forward to the next ballot stage of ISO/IEC 
19770-13 Information technology — IT asset management — 
Guidance on ITAM and Sustainability 

 
WG21 

 
Ron B. 

 
A 

 

5. SC7 Plenary Closing（WG21 の C-Liaison として参加） 
各 WG の会議報告と Resolution が報告された（添付資料︓SC7Closing 資料_WG 21.pdf 参照）。
WG21 として SC7 レベルの Resolution は以下の通り。 
 19770-13 は DTS 投票（2025/11）、2026/10 出版予定 
 19770-11 は、Ed.2 として NP 承認されれば CD 投票（2025/8）、DIS 投票（2026/1）と進み、

2026/6 に出版予定 
 現状のコンビナーの再任（2028/12 まで） 
2960 JTC 1/SC 7 instructs its Secretariat to do whatever is necessary to issue, when available, technical 

specification ISO/IEC TS 19770-13 Information technology 
—  IT  asset  management  —  Part  13  Sustainable  IT  Asset  Management  — 
Guidance   on   the   incorporation   of   sustainability   aspects   in   an   IT   Asset 
Management System (1st ed) for DTS Ballot. 
Project Editor: Dr. Jan Hachenberger (Germany) Target dates: 
·     DTS Ballot     : Nov 2025 
·     Publication    : Nov 2026 

2979 JTC 1/SC 7 instructs its Secretariat to do whatever is necessary to issue, when available,  Revision  
of  ISO/IEC  19770-11  Information  technology  —  IT  asset management — Part 11 
Requirements for bodies providing audit andcertification of IT assetmanagementsystems(2nd 
edition) for NWIP Ballot. If the NWIP is approved, JTC 1/SC 7 instructs its Secretariat to: 
·  Assign the project to Working Group 21 
·  Appoint Dr. Jan Hachenberger (Germany) as Project Editor. 
Target Dates: 
CD ballot: June 2025 
DIS Ballot: January 2026 Publication: June 2026 

3003  JTC 1/SC 7 resolves to reappoint Mr Ron Brill (USA) as WG 21 Convenor for a three-year term from 
Jan 2026 - Dec 2028 (N9813) 

6. 次回会議 
 Monthly Call︓8 ⽉の基本毎⽉の最終週⽔曜⽇ 
• 2025 Interim Meeting︓18-20 Nov 2025, Zurich, Switzerland 
• 2026 Plenary Meeting︓May/June 2026, Atlanta, USA (TBC) 
• 2026 Interim Meeting︓Japan 

以上 
 

 
 


